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指
定
管
理
１
年
目
を
終
え
て 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熱
海 

五
郎 

 

平
成
26
年
度
が
終
了
し
、
無
事
１
年
目
の
大
代
地

区
公
民
館
の
指
定
管
理
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
参
加
い
た
だ
い

た
方
、
ま
た
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
な

ど
、
地
域
で
協
力
し
な
が
ら
運
営
す
る
こ
と
が
で
き

た
１
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

何
度
か
記
事
に
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

公
民
館
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
公
民
館
の
空
き
時
間
を
利
用
し
た
、
体

育
室
や
視
聴
覚
室
で
の
遊
び
や
勉
強
で
、
幸
い
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
や
縄
跳
び
な
ど
の
用
具
を
そ
ろ
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
学
校
帰
り
な
ど
に
よ
っ
て
く

れ
ま
す
。
時
間
帯
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
協
議
会

で
も
子
ど
も
達
の
見
守
り
に
一
役
買
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
遊
ん
で
い
る
間
の
安
全
の
確
認
や
、
ケ
ガ
な

ど
が
無
い
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
見
回
り
や
、
地
域
の

方
々
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

教
え
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
で
世
代
間
で
の
交
流

も
多
く
な
っ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

集
い
の
広
場
、
子
ど
も
広
場
な
ど
、
27
年
度
も
多
く

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、 

 

皆
様
の
ご
協
力
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 

 
 

ま
た
、
こ
の
他
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
前
年

度
同
様
、
た
く
さ
ん
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

料
理
教
室
や
、
落
語
講
座
、
軽
い
運
動
を
伴
う
講
座
、

山
茶
花
大
学
（
高
齢
者
大
学
）
な
ど
１
年
を
通
し
て

実
施
予
定
で
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
日
程
は
、
開
催
日
が
近
く
な
り
ま
し

た
ら
、
こ
の
「
ふ
れ
あ
い
」
か
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
告

知
し
ま
す
の
で
、
大
代
地
区
公
民
館
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
27
年
度
も
昨
年
度
以
上
に
、
地
域
の
方
が
気

軽
に
集
ま
り
、
行
事
に
参
加
し
、
学
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
環
境
を
め
ざ
し
、
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
公
民
館
の
運
営
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

参

加

料

 

無

料 

講

 

師

 

諏

訪

 

由

美
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●交通安全教室・・・・・・・・・・・・４ 
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緩
衝
緑
地
公
園
の
植
樹
さ
れ
た
樹
木 

大
代
中
区 

小
野 

菊
郎 

震
災
後
５
回
目
の
春
が
廻
っ
て
来
ま
し
た
。
緑

地
公
園
の
多
く
の
樹
木
が
津
波
の
被
害
を
被
り

ま
し
た
。
現
在
も
枯
れ
た
松
が
点
在
し
て
お
り
ま

す
。
塩
害
に
抵
抗
し
力
尽
き
た
感
じ
が
し
て
哀
れ

を
覚
え
ま
す
。
一
方
、
生
き
残
っ
て
芽
を
出
し
間

も
な
く
葉
を
茂
ら
す
木
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
み
ど
り
を
濃
く
し
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
公
園
内
の
樹
木
が

枯
れ
て
伐
採
さ
れ
た
数
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
数

千
本
に
上
る
で
し
ょ
う
。
樹
間
を
通
し
遠
く
迄
見

通
せ
る
様
に
な
り
風
通
し
も
よ
く
樹
木
に
元
気

を
与
え
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

県
で
は
伐
っ
た
跡
に
相
当
数
の
樹
木
を
植
え

ま
し
た
。
運
動
広
場
に
は
５
ｍ
を
超
え
る
枝
垂
桜

周
囲
に
は
40
本
を
超
え
る
桜
、
伐
採
後
の
空
い

た
場
所
に
は
別
記
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

通
路
か
ら
見
え
る
名
札
を
メ
モ
し
ま
し
た
。
花

だ
け
で
な
く
果
実
も
実
る
樹
木
も
あ
り
鳥
達
も

集
ま
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。
散
歩
の
折
に
は
心
を

癒
し
て
く
れ
る
樹
木
に
感
謝
し
見
守
っ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

 

ブ

ナ

科 

シ
ラ
カ
シ
（
白
樫
）・
ブ
ナ
（
橅
） 

 
 
 
 
 
 
 

マ
テ
バ
シ
イ 

ツ

バ

キ

科 

サ
ザ
ン
カ
（
山
茶
花
） 

 
 
 
 
 
 
 

モ
ッ
コ
ク
（
木
斛
） 

 
 
 
 
 
 
 

ナ
ツ
ツ
バ
キ
（
夏
椿
） 

 
 
 
 
 
 
 

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
（
藪
椿
） 

カ

ツ

ラ

科 

カ
ツ
ラ
（
桂
） 

カ

エ

デ

科 

モ
ミ
ジ
（
紅
葉
） 

 
 
 
 
 
 
 

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
（
伊
呂
波
紅
葉
） 

モ
ク
レ
ン
科 

ユ
リ
ノ
キ
（
百
合
の
木
） 

 
 
 
 
 
 
 

コ
ブ
シ
（
辛
夷
） 

 
 
 
 
 
 
 

タ
イ
サ
ン
ボ
ク
（
泰
山
木
） 

バ

ラ

科 

ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
（
花
海
棠
） 

 
 
 
 
 
 
 

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
（
山
桜
） 

 
 
 
 
 
 
 

ナ
ナ
カ
マ
ド
（
七
竃
） 

 
 
 
 
 
 
 

カ
リ
ン
（
榠
樝
） 

ス
イ
カ
ズ
ラ
科 

サ
ン
ゴ
ジ
ュ
（
珊
瑚
樹
） 

モ
ク
セ
イ
科 
ネ
ズ
ミ
モ
チ
（
鼠
黐
） 

 
 
 
 
 
 
 

キ
ン
モ
ク
セ
イ
（
金
木
犀
） 

 
 
 
 
 
 
 

ヒ
イ
ラ
ギ
モ
ク
セ
イ
（
柊
木
犀
） 

マ

ツ

科 

ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ 

 
 
 
 
 
 
 

ク
ロ
マ
ツ
（
黒
松
） 

 
 
 
 
 
 
 

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
（
裏
白
樅
） 

ユ
ズ
リ
ハ
科 

ユ
ズ
リ
ハ
（
瀼
葉
） 

ミ
ツ
ハ
ギ
科 

サ
ル
ス
ベ
リ
（
百
日
紅
） 

ミ

ズ

キ

科 

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
（
山
法
師
） 

モ
チ
ノ
キ
科 

ソ
ヨ
ゴ
（
冬
青
） 

ト
チ
ノ
キ
科 

ト
チ
ノ
キ
（
橡
） 

エ
ゴ
ノ
キ
科 

エ
ゴ
ノ
キ 

イ

チ

イ

科 

イ
チ
イ
（
一
位
） 

ニ

レ

科 

ケ
ヤ
キ
（
欅
） 

マ

メ

科 

ア
カ
シ
ア 

 

桜
の
植
樹
会
に
参
加
し
ま
し
た 広

報
部 

去
る
３
月
21
日
（
土
）
仙
台
港
緩
衝
緑
地
内

で
行
わ
れ
た
桜
の
植
樹
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
村

井
宮
城
県
知
事
や
、
菊
地
多
賀
城
市
長
な
ど
も
参

加
さ
れ
、
大
勢
の
方
で
公
園
敷
地
内
に
祇
園
枝
垂

桜
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。
（
写
真
は

祇
園
枝
垂
桜
と
石
碑
） 

 

植
樹
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
象
徴
と

し
て
、
ま
た
津
波
防
災
意
識
の
醸
成
と
未
来
へ
の 
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震
災
体
験
の
伝
承
を
目
的
と
し
て
い
る
そ
う
で
、

植
樹
後
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
成
長
を
願
い

ま
し
た
。 

 
  

 

第
１
回
株
式
会
社
ダ
イ
ケ
ン
杯 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会 

大
代
南
区 

渡
邊 

清 

 

去
る
３
月
26
日
（
木
）、
仙
台
港
多
賀
城
地
区

緩
衝
緑
地
で
、
こ
の
緑
地
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
、
株
式
会
社
ダ
イ
ケ
ン
主
催
の
第
１
回
ダ
イ
ケ

ン
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
実
施
さ
れ
、

第
１
回
大
会
と
あ
っ
て
か
参
加
選
手
も
47
名
と

少
数
で
は
あ
っ
た
が
、
天
候
も
良
く
、
ま
た
ダ
イ

ケ
ン
杯
を
目
標
に
選
手
の
皆
さ
ん
真
剣
に
プ
レ

ー
し
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
楽
し
い
半
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
次
回
平
成
27
年
度
も
第
２

回
大
会
を
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
次
回
は
、
大
代
全
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
愛
好
者
の
皆
さ
ん
が
沢
山
参
加
し
、
毎
年
恒
例

の
大
会
に
定
着
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
代
緩
衝
緑
地
管
理

事
務
所
職
員
の
方
々
に
は
少
な
い
人
員
で
広
い

緩
衝
緑
地
内
を
よ
く
管
理
整
備
さ
れ
、
特
に
震
災

後
は
緩
衝
緑
地
内
が
明
る
く
な
り
各
種
ス
ポ
ー

ツ
に
、
ま
た
散
歩
な
ど
に
最
近
は
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
大
代
緩
衝
緑

地
管
理
事
務
所
職
員
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い

た
し
ま
す
。 

‼
ダ
イ
ケ
ン
杯
大
会
の
結
果
‼ 

男
性
の
部 

優
勝
杯 

熊
井 

輝
雄
さ
ん
（
第
１
百
寿
会
） 

準
優
勝 

齋
藤 

正
義
さ
ん
（
第
１
百
寿
会
） 

第
３
位 

齋
藤 

英
記
さ
ん
（
第
１
百
寿
会
） 

第
４
位 

針
生 

吉
治
さ
ん
（
第
１
百
寿
会
） 

第
５
位 

齋
藤 

 

勉
さ
ん
（
第
１
百
寿
会
） 

女
性
の
部 

優
勝
杯 

阿
部 

正
子
さ
ん
（
第
１
百
寿
会
） 

準
優
勝 

佐
藤 

君
子
さ
ん
（
第
１
百
寿
会
） 

第
３
位 

佐
藤 

洋
子
さ
ん
（
第
１
百
寿
会
） 

入
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う 

 
 
 
 
 
 

ま
た
次
回
も
が
ん
ば
っ
ぺ 

            

ダイケン杯参加者の皆さん 

式  典 の 様 子 植 樹 の 様 子 
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交
通
あ
ん
ぜ
ん
教
室 

東
小
３
年
生 

吉
田 

優
亜 

３
月
29
日
に
交
通
あ
ん
ぜ
ん
教
室
が
あ
り
ま

し
た
。
新
１
年
生
と
兄
弟
が
た
く
さ
ん
来
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
お
て
つ
だ
い
を
し
て
き
ま
し

た
。 は

じ
め
に
、
お
ま
わ
り
さ
ん
が
交
通
あ
ん
ぜ
ん

の
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
を
見
た

後
、
体
い
く
か
ん
で
自
て
ん
車
で
の
し
ん
ご
う
の

わ
た
り
方
を
べ
ん
強
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
自

て
ん
車
に
の
る
お
手
本
で
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う
し

ま
し
た
。 

            

つ
ぎ
に
、
カ
ン
ガ
ル
ー
読
書
会
さ
ん
が
絵
本

を
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
エ
プ
ロ
ン
を
つ
か
っ
た 

お
話
、
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
が
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。 

さ
い
後
に
、
体
を
う
ご
か
し
て
み
ん
な
で
あ
そ

び
ま
し
た
。
か
り
も
の
き
ょ
う
走
で
は
、
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
ず
、
さ
い
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
が
ざ
ん
ね
ん
で
し
た
。
お
手
つ
だ
い
は
、
き
ん

ち
ょ
う
し
ま
し
た
が
ま
た
、
１
年
生
の
お
手
本
に

な
り
た
い
で
す
。 

 

ふ
れ
あ
い
短
歌 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

復
旧
の 

区
毎
の
花
壇
に 

菫
す
み
れ

咲
き 

 
 
 

絶
え
間
も
あ
ら
で 

胡
蝶
群
れ
と
ぶ 

 
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動 

交
通
安
全
協
会
東
部
支
部
長 

伊
藤 

勇 

 

平
成
27
年
、
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
は
、
来
る
５
月
11
日
（
月
）
か
ら
５
月
20
日

（
水
）
ま
で
の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。 

し
か
し
、
多
賀
城
市
の
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
の

５
月
22
日
（
金
）
ま
で
、
多
賀
城
市
の
み
２
日

間
期
間
を
延
長
い
た
し
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
な

ど
に
気
を
つ
け
て
安
全
運
転
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

総
会
の
お
知
ら
せ 

防
災
対
策
協
議
会 

 

日 

時 

平
成
27
年
５
月
７
日
（
木
） 

 
 
 
 
 

午
後
７
時
か
ら 

 

会 

場 

大
代
東
集
会
場 

大
代
地
区
防
犯
協
会 

 

日 

時 

平
成
27
年
５
月
９
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

午
前
10
時
か
ら 

 

会 

場 

大
代
東
集
会
場 

※ 

総
会
終
了
後
、
大
代
駐
在
所
長
武
田
一
貴
さ

ん
に
よ
る
講
話
が
あ
り
ま
す
。 

 

貞
山
運
河
・
大
代
周
辺
清
掃 

生
活
安
全
部 

平
成
27
年
度
、
春
の
貞
山
運
河
・
大
代
周
辺

清
掃
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

日    

時  

平
成
27
年
５
月
17
日
（
日
） 

 
 
 
  

午
前
６
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
） 

清
掃
区
域 

 

橋
本
橋
～
中
峯
橋
の
貞
山
運
河
沿

い
及
び
各
町
内
の
道
路 

集
合
場
所  

大
代
地
区
公
民
館
前 

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
（
小
雨
決
行
） 

※
手
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
ゴ
ミ
拾

い
バ
サ
ミ
や
小
さ
め
の
ゴ
ミ
袋
（
買
い
物
袋
可
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 
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旧砂押川C工区（橋本橋～貞園橋間左岸）の川裏基礎ｺﾝｸﾘｰﾄの打設
が完了し埋戻し・側溝工を行います。B工区は川表基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ工は
完工し、捨石投入、天端被覆工を施工します。A工区は、捨石の投入
完了し、天端被覆工を行っています。

　
砂
押
川
外
河
川

　
災
害
復
旧
工
事

　
四
月
の
報
告

　
　
　
工
事
協
議
会

　
大
代
地
区
の
皆
様

に
は
、

日
頃
よ
り
復

旧
工
事
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
被
災
し
ま

し
た
砂
押
川
・
旧
砂

押
川
・
砂
押
貞
山
運

河
の
災
害
復
旧
工
事

を
、

下
記
の
通
り
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
四
月
も
継
続
で
新

護
岸
と
し
て
の
鋼
矢

板
打
設
及
び
鋼
矢
板

上
部
コ
ン
ク
リ
ー

ト

工
を
主
に
施
工
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、

皆
様

か
ら
の
工
事
へ
の
ご

理
解
、

ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
願
っ

て
お

り
ま
す
。

　
工
事
に
関
す
る
ご

意
見
や
お
気
付
き
の

点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

お
手
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、

ご
一

報
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

(

3
5
2
‐

3
7
4
0
）

運河ｴﾘｱでは鋼矢板打設・捨石投入を継続し、中洲ｴﾘｱでは川表基
礎ｺﾝｸﾘｰﾄを継続しています。新仙流橋建設においては橋台・橋脚の
施工を継続し、七ヶ浜町水路取替工事を開始しています。

砂押川右岸（念仏橋下流）にて鋼矢板圧入を継続中です。砂押川河
床掘削工事も継続しています。
※インターネット利用で工事の状況が見れるようになりました。
ページURL http://www.gembaroid.netで ID:hc0802,パスワード：
998633を入力ください。（AM 9:00 ～PM 5:00）

写真① 

写真④ 

旧砂押川 

砂押川 

旧砂押川 

砂押貞山運河 

七ヶ浜水路 

取替工事開始 

工事場所 

進捗率 
3/31現在 

3合目 

完成 

写真③ 

写真② 

写真① 

写真⑥ 

写真③ 写真④ 写真⑤ 

写真② 

写真⑤ 

写真⑥ 

捨
石
投
入

 

天
端
被
覆
施
工

 


